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1　は　じ　め　に

近年，農業者の高齢化と労働力不足が深刻化している中

で，重量野菜の代表ともいえるダイコンの作付け面軌は全

国的には減少している。しかし，青森県においては微増傾

向にある。これは夏期冷涼な気象条件を活かした夏どりの

作型増加によるもので，この傾向は今後強まっていくもの

と考えられる。

春まき栽培の場合，3月上旬から5月下旬播種まではト

ンネル＋マルチ栽培又はマルチ栽培が行われる。現在，使

用済みマルチの回収作業は手作業で行われており，回収の

省力化が望まれている。そのため．ダイコンの省力機械化

一貫体系の一環として－株式会社クボタと共同でマルチ回

収機を開発し，その実用性を検討した。

2　試　験　方　法

（1）供試機械（マルチ回収機）の構造

表1　マルチ回収機の主要諸元

装着方式　　　　　　　　トラクタ装着式
（標準3点リンク）

全長×全幅×全高（m）　1，090×2，350×1，340

重量（短）　　　　　　　　230
適応フイルム幅（mm）　　　900～2，100

適応トラクタ馬力（ S）　20以上

表2　マルチ回収の能率，労働時間

トラクタ装着式でフイルムカッター，リフクー．ガイド

ローラー，巻き取り装置及び尾輪からなる。巻き取り装置

には左右独立にスリップ機構がある。

（2）試験場所及びは場条件

試験1青森県畑作園芸試験場は場

平坦地，黒ポク土，ダイコン跡地，うね良50m

試験2　西津軽郡車力村現地は場

平坦地，砂二L　ダイコン跡地，うね良120m

3　試験結果及び考察

（1）回収行程

①　カッターでフイルムを2分割しながらリフターで

裾を土から出す。

②　人手でフイルムの端を巻き取り装置に絡める。

③　スリップ機構によりトラクタの進行した分だけ巻

き取る。

④　円柱状に巻き取ったフイルムを人手で外す。

（2）試験1（青森県畑作園芸試験場は場）

作業はオペレーター1人で行った。フイルムをたるみな

く巻き取ることのできる最大作業速度は0．75m／Sであり，

回収中のフイルム切れはなかった。作業速度0．75m／Sの

作業能率は0．8hr／10aであった。作業全体に占める行程

別の時間割合は，フイルム巻き付け30％，回収38％，旋回

21％，フイルム外し11％であった。

労働時間は0月hr／10aで，2人組作業人力回収（2hr

項 目 試験 1 試 験 2 人 力 回 収

試験 場 所 畑 作 園芸 試 験場 車力 村 畑 作 園 芸 試験 場

ほ場 条 件 平坦 地 ，黒 ポ ク土 平 坦 地 ，砂 土 平 坦 地 ，黒 ポ ク土

ダイ コ ンは場 ダ イ コ ンは場 ダ イ コ ンは場

うね長 × うね 幅 （m ） 50 ×1．2 12 0 ×1．2 50 ×1 ．2

うね の形 状 平 うね 平 うね 平 うね

使 用 フ イル ム幅 （cm ） 95 9 5 9 5

使 用 フ イル ム厚 （m ） 0 ．02 0 ．02 0 ．02

作 業 人員 （人 ） 1 1 2

作 美 速度 （m ／ S） 0 ．75 0 ．65 ー
作 業 能率 （h r／ 10 a ） 0 ．8 0．5 1．0

巻 付 け 30 12 －
究　 回 収 作業 38 66 －

莞 旋 回 21 8 －
フ イル ム外 し 11 14 －

労 働 時 間 （h r／ 10a ） 0 ．8 0 ．5 2 ．0

回収 中 の フ イル ム切 れ 無 無 ー
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／10a）の40％であった（表2）。

（2）試験2（車力村現地は場）

作業はオペレーター1人で行った。フイルムをたるみな

く巻き取ることのできる最大作業速度は0．65m／Sであり，

試験1同様回収中のフイルム切れはなかった。作業速度

0．65m／Sの作業能率は0．5hr／10aであった。作業全体

に占める行程別の時間割合は，フイルム巻き付け12％，回

収66％，旋回8％，フイルム外し14％であった。

労働時間は0．5hr／10aであった（表2）。試験2のは場

は砂質土で，しかもうね長が120mと長くフイルム巻き付

けと旋回回数が少なくなるため，作業速度が試験1より遅

かったものの作業能率が高くなった。

（3）回収したマルチの状態

回収した10a分のマルチフイルムの重量は．使用前で10

k程度であったが，回収時には水と土砂の付着により70kg

程度に増加した（表3）。

写真1　マルチ回収機による回収作業

蓑3　回収したフイルムの重量

回収後
フイルム垂　　11．1kg／10a 75．4kg／10a

回収したマルチフイルムは円柱状に巻き取られ固くしまっ

ていて搬出・運搬には都合がよく，飛散しにくい状態となっ

た（写真2）。厚さ0．02mのマルチフイルムの場合，連続

して200mの回収が可能であった。

4　ま　　と　　め

試作したマルチフイルム回収機は，野菜栽培跡地のマル

チフイルムの回収をオペレーター1人ででき，回収作業中

のフイルム切れがなく作業精度が高いこと．労働時間が人

力回収の1／2以下に短縮されるなど実用性が高かった。

写実2　マルチ回収機で巻き取ったフイルム

ー204－


